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日本大学の目的及び使命

日本大学は，日本精神にもとづき，道統をたつとび，憲章にしたがい，自主創造の気風をや
しない，文化の進展をはかり，世界の平和と人類の福祉とに寄与することを目的とする。

日本大学は，広く知識を世界にもとめて，深遠な学術を研究し，心身ともに健全な文化人を
育成することを使命とする（学則第１章，第１節，第１条・第２条）。

日本大学教育憲章

日本大学は，本学の「目的及び使命」を理解し，本学の教育理念である「自主創造」を構成する「自
ら学ぶ」，「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力を身につけ，「日本大学マインド」を有する者
を育成する。

工学部の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

基礎教育の徹底により，工学の基礎力を修得し，自主的に考察し判断できる発想力及び解析能力を
培う。さらに，工業技術が社会と環境に及ぼす影響を理解することにより，高い倫理観をもって調和
のとれた持続可能な社会の実現に貢献できる人間性豊かな技術者を養成する。

また，教育研究活動を通じて地球環境の保護と健康的な生活に工学の立場から寄与し，その成果を
社会と地域に還元する。

工学部（学士（工学））の教育課程の編成及び実施に関する方針

工学部は，卒業の認定に関する方針に適う人材を養成するため，次表に基づき，４年間を通じて，
体系的なカリキュラムを編成し実施する。また，各科目における教育内容・方法，成績評価方法及
び評価基準をシラバス等で明示し，学生に周知した上で，実施する授業形態に即し，公正かつ厳正
に評価を行う。

卒業の認定に関する方針
教育課程の編成及び実施に関する方針

構成要素（コンピテンス） 能力（コンピテンシー）
豊かな知識・教
養に基づく高い
倫理観

工学技術が社会と環境に及ぼす影響
を理解し，幅広い知識・教養に基づく
高い倫理観を涵養することができる。

工学にかかわる分野で社会と環境に貢献できる工学的手
法の習熟と，それらを駆使できる幅広い教養・科学の学
修を遂行し高い倫理観を涵養することができる。

日本及び世界の
現状を理解し，
説明する力

グローバル化する社会における工学
技術者として，多文化や異文化に関
する知識や国際社会が直面している
問題を理解し説明することができる。

日本大学並びに日本大学工学部の使命を理解し，自らの
専門分野の日本および世界における工学的役割や諸問題
を幅広く見渡し，説明することができる。


